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日
蓮
仏
教
の
再
歴
史
化
を
考
え
る 

―

創
価
学
会
の
「功
罪
」
に
つ
い
て
― 

法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林 

理
事
長 

西
山 

茂 
 

法
華
コ
モ
ン
ズ
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
日
蓮
仏
教
の
「
再
歴
史
化
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
成
し
遂
げ
る
た
め

に
避
け
て
通
れ
な
い
関
門
が
日
蓮
仏
教
に
と
っ
て
の
創
価
学
会
の
「
功
罪
」
で
あ
ろ
う
。 

で
は
ま
ず
、
創
価
学
会
の
「
功
」
に
つ
い
て
、
二
つ
ほ
ど
語
っ
て
み
よ
う
。 

日
蓮
仏
教
に
と
っ
て
創
価
学
会
の
「
功
」（
こ
う
）
の
第
一
の
も
の
は
、
相
手
が
権
力
を
も
っ
た
官
憲
で

あ
れ
、
あ
る
い
は
伝
統
的
な
宗
教
習
俗
の
担
い
手
（
庶
民
）
で
あ
れ
、
彼
ら
が
と
っ
た
「
謗
法
」
厳
戒
の
「
伝

統
突
破
」（
折
伏
と
い
う
ブ
レ
イ
ク
・
ス
ル
ー
）
の
力
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
裏
に
は
、
他
宗
教
へ

の
悪
口
雑
言
や
暴
力
的
な
神
棚
撤
去
等
の
深
刻
な
人
権
問
題
が
あ
っ
た
。 

神
宮
大
麻
の
受
持
を
強
要
し
た
官
憲
に
対
す
る
創
価
教
育
学
会
の
戦
中
の
抵
抗
に
つ
い
て
は
、
高
橋
篤

史
の
『
創
価
学
会
秘
史
』（
講
談
社
、
２
０
１
８
年
）
に
詳
し
い
。
澁
澤
光
紀
氏
は
、
そ
の
書
評
（『
法
華
仏

教
研
究
』
第
２
７
号
、
２
０
１
８
年
１
２
月
、
２
７
８
～
２
８
９
頁
所
載
）
の
な
か
で
、
こ
の
時
の
牧
口
常

三
郎
ら
の
官
憲
へ
の
抵
抗
が
「
（
た
と
え
そ
れ
が
今
日
の
創
価
学
会
が
自
画
自
讃
す
る
よ
う
な
）
反
戦
・
平

和
に
よ
る
も
の
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
（
中
略
）（
牧
口
ら
の
）
獄
中
の
不
退
転
の
価
値

が
、
下
が
る
も
の
で
も
な
い
」
と
い
っ
て
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。 

な
お
、
東
北
農
村
に
お
け
る
「
折
伏
大
行
進
」
時
代
に
お
け
る
伝
統
的
な
宗
教
習
俗
へ
の
庶
民
レ
ベ
ル
の

「
伝
統
突
破
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
創
価
学
会
員
の
『
伝
統
突
破
』
―
二
人
の
女
性
会
員
の
場
合
―
」（
西

山
茂
編
『
仏
教
系
新
宗
教
教
団
に
お
け
る
教
導
シ
ス
テ
ム
の
比
較
研
究
〈
３
〉』、
２
０
０
４
年
、
東
洋
大
学

社
会
学
部
西
山
研
究
室
、
５
３
～
６
１
頁
所
載
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

創
価
学
会
の
第
二
の
「
功
」
は
、
日
蓮
仏
教
の
三
大
秘
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
本
門
戒
壇
」
の
建
立
を
戦

後
期
の
日
本
の
時
空
の
な
か
に
具
体
的
に
運
動
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
ま
か
に
い
っ
て
、
創

価
学
会
は
、
１
９
５
１
年
（
第
２
代
会
長
に
戸
田
城
聖
が
就
任
）
か
ら
１
９
７
０
年
（
政
教
分
離
を
宣
言
）

ま
で
は
「
国
立
戒
壇
」
建
立
の
旗
を
公
的
に
は
降
ろ
さ
ず
、
そ
れ
以
降
１
９
７
２
年
（
正
本
堂
の
完
成
）
ま

で
は
「
民
衆
立
」
の
「
本
門
戒
壇
」（
＝
正
本
堂
）
の
建
立
運
動
を
担
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 

 

 

 

巻頭言 

 



 

 

だ
が
、
政
教
分
離
と
信
教
自
由
を
認
め
る
戦
後
の
憲
法
体

制
の
も
と
で
の
「
国
立
戒
壇
」
の
建
立
は
、
所
詮
、
無
理
だ

っ
た
よ
う
で
、
や
が
て
、
創
価
学
会
の
「
国
立
戒
壇
」
論
の

放
棄
と
正
本
堂
＝
「
民
衆
立
」
の
「
本
門
戒
壇
」
説
を
１
９

７
０
年
５
月
の
段
階
で
社
会
的
に
公
言
す
る
こ
と
に
な
る
。 

こ
の
「
国
立
戒
壇
」
建
立
運
動
の
失
敗
は
、
政
教
分
離
と

信
教
自
由
の
体
制
下
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
に
対
し
て
、「
本
門

戒
壇
」
と
は
何
か
と
い
う
根
本
的
な
問
題
を
突
き
付
け
る
も

の
で
あ
る
。 

２
０
年
以
上
に
わ
た
る
創
価
学
会
の
「
本
門
戒
壇
」
建
立

運
動
は
、
結
果
と
し
て
、
相
対
的
不
満
か
ら
現
状
打
破
を
求

め
る
高
度
経
済
成
長
下
の
「
都
市
下
層
」（
鈴
木
広
）
庶
民
の

大
量
動
員
に
成
功
し
て
、
教
団
は
ま
た
た
く
間
に
急
膨
張
を

遂
げ
た
。 

創
価
学
会
の
「
本
門
戒
壇
」
建
立
運
動
に
つ
い
て
は
、
拙

著
『
近
現
代
日
本
の
法
華
運
動
』
（
２
０
１
６
年
、
春
秋
社
）

の
第
９
章
「
戦
後
創
価
学
会
に
お
け
る
『
本
門
戒
壇
論
』
の

変
遷
―
政
治
的
宗
教
運
動
と
社
会
統
制
―
」（
２
３
３
～
２
６

８
頁
所
載
）
や
、
本
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
叢
書
〈
３
〉『
本
門
戒

壇
論
の
展
開
』（
２
０
１
５
年
、
本
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
）
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
６
章
の
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野
毅
「
戦
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民
主
主
義
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学
会
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動
」（
１
４
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～
１
７
９
頁 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

所
載
）
を
参 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

照
さ
れ
た
い
。

 

そ
れ
で
は
、
創
価
学
会
の
「
罪
」（
ざ
い
）
と
は
何
で
あ
ろ

う
か
。
マ
ス
コ
ミ
が
取
り
上
げ
る
世
俗
的
な
「
罪
」
に
は
種
々

あ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
唯
一
、
宗
教
運
動
論
的
に
み
た

創
価
学
会
の
「
罪
」
の
み
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
そ
れ
は
、

「
本
尊
や
中
心
的
な
教
義
を
劇
的
に
変
え
て
も
、
そ
の
参
加

者
（
会
員
）
を
あ
ま
り
減
ら
さ
な
い
の
は
何
故
な
の
か
」（『
宗

教
と
社
会
』
第
２
４
号
１
５
６
頁
所
載
の
拙
著
の
『
近
現
代

日
本
の
法
華
運
動
』
の
書
評
の
リ
プ
ラ
イ
中
の
拙
語
、
２
０

１
８
年
、「
宗
教
と
社
会
」
学
会
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

こ
れ
は
主
と
し
て
２
０
１
４
年
１
１
月
に
大
石
寺
の
戒

壇
本
尊
を
会
員
の
受
持
の
対
象
か
ら
外
す
と
決
め
た
同
会
の

会
則
変
更
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
創
価
学

会
は
こ
の
戒
壇
本
尊
を
世
に
出
す
た
め
に
「
本
門
戒
壇
」
の

建
立
運
動
を
展
開
し
て
き
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。 

転
進
す
る
時
に
は
過
去
を
総
括
す
べ
き
な
の
に
、
残
念
な

が
ら
創
価
学
会
に
は
そ
れ
が
な
い
。
過
去
と
現
在
の
教
団
の

自
語
相
違
に
は
一
向
に
無
頓
着
な
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、

宗
教
間
対
話
を
求
め
て
も
、
相
手
か
ら
信
頼
さ
れ
な
い
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
れ
が
創
価
学
会
の
最
大

の
「
罪
」
な
の
か
も
知
れ
な
い
。 

加
え
て
、
か
つ
て
は
「
民
衆
の
友
」
・「
平
和
の
砦
」
と
し

て
支
持
者
の
生
活
の
底
上
げ
の
た
め
に
尽
力
し
た
こ
と
の
あ

る
公
明
党
（
実
体
的
に
は
創
価
学
会
と
双
頭
の
鷲
）
も
、
今

で
は
政
権
与
党
と
し
て
集
団
的
自
衛
権
に
踏
み
込
ん
で
賛
成

し
、
沖
縄
県
知
事
選
で
は
辺
野
古
基
地
建
設
に
反
対
す
る
玉

城
氏
の
対
立
候
補
を
推
し
て
敗
れ
る
な
ど
、
そ
の
変
貌
ぶ
り

が
著
し
い
。
こ
れ
で
は
、
公
明
党
の
立
党
の
原
点
や
日
蓮
仏

教
の
理
想
に
照
ら
し
て
、
そ
れ
ら
に
適
っ
た
も
の
か
ど
う
か

と
い
う
疑
問
が
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 

（
結
） 

講
義
報
告 

法
華
仏
教
講
座
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

報
告 

武
川
清
明 

 

 

法
華
仏
教
講
座
は
、
全
６
回
そ
れ
ぞ
れ
に
各
方
面
で
碩
学

の
講
師
を
お
招
き
し
て
、
異
な
る
講
義
を
し
て
頂
く
と
い
う

方
式
で
す
。 

 

第
１
回
は
川
﨑
弘
志
先
生
に
よ
る
「
日
蓮
と
密
教
～
『
不

動
・
愛
染
感
見
記
』
を
中
心
に
』
～
」。
最
初
に
『
不
動
・
愛

染
感
見
記
』
に
つ
い
て
、
１
９
６
８
年
の
近
藤
善
博
先
生
に

よ
る
『
不
動
・
愛
染
感
見
記
』
の
紹
介
か
ら
、
現
在
ま
で
の

研
究
発
表
の
概
要
を
解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

川
﨑
先
生
は
特
に
『
不
動
・
愛
染
感
見
記
』
と
日
蝕
の
関

係
性
に
注
目
し
て
愛
染
明
王
の
図
画
の
模
様
が
、
皆
既
日
食

時
に
見
ら
れ
る
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
ま
た
日
蓮
本
人
が
皆
既
日
食
を
見
る
機
会
が
あ
っ
た
の

か
、
当
時
の
天
文
状
況
を
調
査
し
た
結
果
、
建
長
元
年
（
一

二
四
九
）
４
月
１
日
に
高
野
山
で
皆
既
日
食
が
観
測
で
き
た

こ
と
、
当
時
日
蓮
が
高
野
山
に
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

示
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、『
不
動
・
愛
染
感
見
記
』
を
真
筆
・
偽
筆
で
あ
る

と
す
る
論
拠
の
紹
介
や
、
他
の
日
蓮
遺
文
と
の
文
字
体
の
比

較
、
不
動
明
王
の
図
絵
の
描
き
方
を
指
定
す
る
文
書
が
当
時

あ
っ
た
こ
と
を
提
示
し
て
『
不
動
・
愛
染
感
見
記
』
は
や
は

り
日
蓮
真
筆
で
あ
る
と
の
結
論
を
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
２
回
は
上
杉
清
文
先
生
の
「《
蓮
密
》
を
め
ぐ
る
諸
考
察
」。

上
杉
先
生
は
演
劇
出
身
と
い
う
異
色
の
経
歴
に
ふ
さ
わ
し
く
、 -２- 

西山 茂 先生 
 



 

 

最
初
に
「
先
日
、
曹
洞
宗
僧
侶
の
著
書
に
紹
介
文
を
書
い
て

く
れ
と
頼
ま
れ
た
の
で
、
全
然
関
係
な
い
こ
と
を
書
い
て
送

っ
た
ら
没
に
な
っ
た
。
著
書
は
読
め
ば
内
容
が
わ
か
る
の
だ

か
ら
本
の
内
容
を
紹
介
文
と
し
て
書
く
意
味
は
な
い
」
と
言

い
放
ち
聴
講
生
一
同
を
唖
然
と
さ
せ
た
後
で
、
蓮
密
、
本
覚
、

大
楽
、
東
密
、
台
密
、
狂
言
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
講
義
を
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
真
言
立
川
流
に
つ
い
て
は
、
邪
教
と

み
な
さ
れ
た
た
め
関
連
す
る
文
書
が
焼
か
れ
て
し
ま
い
、
真

言
立
川
流
を
邪
教
と
す
る
立
場
の
資
料
か
ら
教
義
や
活
動
を

推
測
す
る
し
か
な
い
と
い
う
、
研
究
の
難
し
さ
に
つ
い
て
言

及
し
な
が
ら
も
、
真
言
系
の
両
部
的
（
男
女
和
合
的
）
な
思

想
や
、
特
異
な
髑
髏
本
尊
の
作
成
方
法
と
そ
の
意
義
に
つ
い

て
も
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。 

最
後
に
上
杉
先
生
は
自
問
自
答
と
い
う
言
葉
を
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
膨
大
な
書
籍
や
資
料
を
参
照
し
て
い
る
こ
と

が
レ
ジ
ュ
メ
か
ら
わ
か
る
他
、
そ
の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
咀

嚼
す
べ
き
か
、
ど
の
よ
う
な
観
点
で
捉
え
れ
ば
新
し
い
知
見

と
成
り
得
る
か
、
悪
く
言
え
ば
い
か
に
面
白
く
解
釈
で
き
る

か
、
と
い
う
こ
と
を
正
に
自
問
自
答
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ

れ
る
、
上
杉
先
生
の
お
人
柄
に
触
れ
る
こ
と
も
で
き
た
講
義

で
し
た
。 

第
３
回
は
花
野
充
道
先
生
「
日
蓮
聖
人
の
本
仏
論
は
仏
教

に
非
ざ
る
基
体
説
か
」
。
ま
ず
花
野
先
生
は
「
天
台
本
覚
思
想
」

と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
智
顗
の
著
作
に
は
「
本
覚
」
と
い

う
用
語
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、「
本
覚
」
の
用
語
と
思
想
が
見

え
る
の
は
『
大
乗
起
信
論
』
で
あ
る
と
し
た
上
で
、『
大
乗
起

信
論
』
の
本
覚
思
想
は
如
来
蔵
思
想
、
天
台
教
学
の
本
覚
思

想
は
大
乗
空
思
想
に
立
脚
し
て
お
り
、
両
者
の
違
い
は
本
有

常
住
、
遍
一
切
処
の
法
身
に
智
を
認
め
る
か
否
か
に
あ
る
、

と
解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

花
野
先
生
は
『
大
乗
起
信
論
』
の
ほ
か
『
摩
訶
止
観
』『
金

光
明
経
玄
義
』
『
法
華
玄
義
』
の
内
容
を
参
照
し
つ
つ
、
『
大

乗
起
信
論
』
で
語
ら
れ
る
法
身
は
理
智
一
体
の
「
本
覚
の
法

身
」
で
あ
り
、
天
台
に
お
い
て
は
智
を
含
ま
な
い
「
本
理
の

法
身
」
で
あ
る
こ
と
を
解
説
し
、『
大
乗
起
信
論
』
に
書
か
れ

て
い
る
思
想
と
智
顗
教
学
の
思
想
の
違
い
を
明
確
に
し
て
頂

き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
日
蓮
の
本
迹
勝
劣
思
想
は
智
顗
の
本
迹
不
思
議

一
思
想
と
は
対
立
構
造
に
あ
る
こ
と
。
日
蓮
仏
教
は
基
体
説

で
あ
る
が
ゆ
え
に
本
仏
・
本
尊
を
立
て
、
智
顗
の
大
乗
空
思

想
で
は
本
仏
と
迹
仏
は
不
思
議
一
・
己
心
を
観
じ
て
円
融
相

即
の
実
相
理
の
証
得
を
目
指
す
、
と
い
う
違
い
を
花
野
先
生

の
仮
説
と
し
て
示
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

最
後
に
正
信
会
や
興
風
談
所
、
日
蓮
正
宗
な
ど
の
教
団
や
研

究
者
間
の
議
論
・
論
争
に
つ
い
て
解
説
し
て
頂
き
、
今
後
は 

こ
れ
ま
で
の
閉
じ
た
議
論
で
は
な
く
、
よ
り
開
か
れ
た
議
論

を
通
じ
て
教
学
を
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
問
題
提
起

し
て
頂
き
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
法
華
仏
教
講
座
は
各
回
が
広
い
知
見
に
基
づ

い
た
特
徴
あ
る
講
義
と
な
っ
て
い
ま
す
。
残
り
回
数
も
少
な

く
な
り
ま
し
た
が
皆
様
の
ご
聴
講
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

       

講
義
報
告 

歴
史
か
ら
考
え
る
日
本
仏
教
② 

 

菊
地
大
樹 

先
生 

《
顕
密
問
題
》
を
考
え
る
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

報
告 

布
施
義
高 

 

法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林
で
は
、
菊
地
大
樹
先
生
に
、
平

成
二
十
九
年
度
後
期
講
座
か
ら
連
続
三
期
で
貴
重
な
講
座
を

担
当
し
て
頂
い
て
い
る
。 

 

平
成
二
十
九
年
度
後
期
が
「『
吾
妻
鏡
』
と
鎌
倉
仏
教
」（
全

六
回
）、
平
成
三
十
年
度
の
前
期
「
歴
史
か
ら
考
え
る
日
本
仏

教
―
鎌
倉
時
代
を
射
程
に
入
れ
て
」
（
全
六
回
）
、
そ
し
て
、

後
期
「
歴
史
か
ら
考
え
る
日
本
仏
教
②
《
顕
密
問
題
》
を
考

え
る
」（
全
六
回
、
現
在
開
講
中
）
で
あ
る
。 

 

菊
地
大
樹
先
生
（
文
学
博
士
〈
東
京
大
学
〉）
は
現
在
、
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
で
准
教
授
を
お
勤
め
に
な
る
、
日
本
中

世
史
・
仏
教
史
研
究
の
正
し
く
そ
の
学
術
的
な
頂
き
で
活
躍

さ
れ
る
碩
学
で
あ
る
。 

 

菊
地
先
生
は
毎
回
、
法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林
の
目
的
や

受
講
者
の
レ
ヴ
ェ
ル
を
見
据
え
ら
れ
な
が
ら
、
日
蓮
仏
教
を

多
角
的
に
読
み
解
く
た
め
の
学
徒
垂
涎
の
視
点
を
供
し
て
下

さ
っ
て
い
る
。
時
に
、『
吾
妻
鏡
』
や
諸
資
料
を
駆
使
し
、
鎌

倉
時
代
の
歴
史
的
、
宗
教
史
的
、
文
化
史
的
な
特
徴
を
、
時

に
、
山
の
宗
教
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
日
本
伝
統
の
宗
教
の

深
層
を
確
認
な
い
し
再
発
見
さ
れ
な
が
ら
、
明
快
か
つ
理
路

整
然
と
展
開
さ
れ
る
講
義
は
圧
巻
で
あ
り
、
各
回
の
講
義
は

都
度
書
籍
化
さ
れ
て
よ
い
程
に
内
容
が
濃
密
で
あ
る
。 

 

今
回
の
講
座
で
は
、
日
本
仏
教
に
お
け
る
「
顕
密
」
の
問

花野充道 先生 
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題
を
中
心
に
、
日
蓮
聖
人
当
時
の
様
相
を
射
程
に
入
れ
、
広

く
日
本
仏
教
全
体
を
読
み
解
き
直
さ
れ
る
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル

で
講
義
が
進
行
し
て
い
る
。 

 

テ
ー
マ
選
定
の
背
景
に
は
、
近
時
、
既
知
の
文
献
の
再
検

討
や
、
新
発
見
の
文
書
聖
教
類
の
検
討
も
加
わ
り
、
日
蓮
聖

人
を
含
め
た
鎌
倉
時
代
、
延
い
て
は
日
本
仏
教
史
全
般
の
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
捉
え
直
す
気
運
が
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。 

 

曾
て
黒
田
俊
雄
博
士
が
日
本
中
世
史
を
読
み
解
く
鍵
と
し

て
提
唱
さ
れ
た
顕
密
体
制
論
は
学
界
に
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
正
的
に
も
、
反
的
に
も
、
そ
の
後

の
研
究
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
中
世
日
本
を
「
顕
密
体
制
」
を
主
軸
に
展
開
し
た
時
代

と
規
定
す
る
も
の
で
、
従
前
の
新
仏
教
中
心
の
鎌
倉
仏
教
史

観
に
根
本
か
ら
転
換
を
迫
っ
た
所
論
で
あ
っ
た
。 

 

本
講
座
で
は
、
か
か
る
問
題
が
今
日
の
学
問
の
最
前
線
レ

ヴ
ェ
ル
で
如
何
に
捉
え
ら
れ
る
べ
き
か
の
微
細
な
解
説
、
そ

し
て
、
菊
地
先
生
ご
自
身
に
よ
る
密
教
そ
の
も
の
の
特
性
の

再
吟
味
、
そ
し
て
、
顕
教
と
の
関
係
性
の
再
確
認
を
行
わ
れ

な
が
ら
、
日
本
仏
教
史
全
体
の
中
で
の
「
顕
密
」
の
意
味
を

根
本
か
ら
精
査
し
直
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
先
生
の
学
術
的

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
ご
予
定
を
も
考
え
、
こ
こ
で
は
具
な
内
容

紹
介
に
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
を
ご
容
赦
頂
き
た
い
が
、
と
も

か
く
、
そ
の
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
資
料
は
毎
度
厖
大
で
、
そ

れ
ら
を
微
細
に
解
析
さ
れ
、
要
点
を
纏
め
ら
れ
な
が
ら
、
今

日
的
に
正
確
な
歴
史
を
描
く
た
め
の
全
体
的
な
見
通
し
を
提

示
し
て
下
さ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
れ
故
に
、
先
生
の
講
義
で
は
、
各
回
、
主
要
テ
ー
マ
の

概
説
を
中
心
と
し
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
、
あ
る
い
は
従
来
の 

         

見
方
が
修
正
さ
れ
る
べ
き
こ
と
な
ど
を
示
す
際
に
、
核
心
と

な
る
資
料
を
丁
寧
に
解
説
し
て
下
さ
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と

に
よ
り
、
本
講
義
で
は
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
史
料
の

紙
背
に
さ
え
徹
し
な
が
ら
歴
史
の
深
層
を
探
る
姿
に
も
直
接

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
本
講
座
は
、
斯

界
の
未
来
の
担
い
手
に
と
っ
て
も
、
理
想
的
な
史
料
読
解
法

の
範
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、
特
典
付
き
の
講
座

に
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
。 

今
回
の
講
座
で
は
、
特
に
、
思
想
史
的
な
側
面
か
ら
も
日

本
仏
教
史
の
深
部
を
読
み
解
い
て
下
さ
っ
て
お
り
、
歴
史
研

究
者
の
立
場
か
ら
織
り
成
さ
れ
る
教
理
史
解
説
の
迫
力
に
圧

倒
さ
れ
、
感
銘
を
受
け
た
受
講
者
が
多
い
で
あ
ろ
う
。 

菊
地
先
生
の
講
座
は
、
日
蓮
仏
教
な
い
し
日
本
仏
教
全
般

へ
の
本
格
的
な
学
習
を
求
め
る
一
般
聴
講
者
は
も
と
よ
り
、

仏
教
教
団
各
宗
や
日
蓮
門
下
各
門
流
の
指
導
者
、
そ
し
て
、

各
大
学
・
大
学
院
の
学
徒
に
広
く
受
講
を
お
勧
め
し
た
い
と

思
う
。
受
講
に
よ
り
、
必
ず
や
視
界
が
大
き
く
開
け
る
で
あ

ろ
う
。 

 

法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林
が
誇
る
代
表
的
講
座
の
一
つ
が
、

菊
地
大
樹
先
生
の
講
座
で
あ
る
。 

特
別
集
中
講
座
報
告 

渡
邊
寶
陽
先
生 

 

第
一
講

「
日
蓮
聖
人
の
地
獄
観
」 

第
二
講

「『
観
心
本
尊
抄
』
讃
仰
」 

 
 
 
 

 
 

 

報
告 

運
営
ス
タ
ッ
フ 

 
 

第
一
講
「
日
蓮
聖
人
の
地
獄
観
」
の
報
告 

去
る
一
一
月
二
四
日
（
土
）
午
後
三
時
よ
り
、
特
別
集
中

講
座
第
一
講
と
し
て
、
渡
邊
寶
陽
先
生
の
「
日
蓮
聖
人
の
地

獄
観
」
が
多
く
の
聴
衆
を
集
め
て
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
講
義

は
、
今
か
ら
四
二
年
前
の
昭
和
五
一
年
に
発
刊
さ
れ
た
論
考

集
『
地
獄
と
人
間
』（
朝
日
新
聞
社
）
に
掲
載
さ
れ
た
ご
自
身

の
論
考
「
日
蓮
聖
人
の
地
獄
観
」
を
取
り
上
げ
て
、
当
時
の

社
会
状
況
な
ど
テ
ー
マ
の
背
景
を
説
明
し
な
が
ら
、
日
蓮
聖

人
の
教
学
に
と
っ
て
如
何
に
そ
の
「
地
獄
観
」
が
本
質
的
な

も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
二
時
間
に
わ
た
っ
て
詳
し
く
解
き
明

か
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

論
考
「
日
蓮
聖
人
の
地
獄
観
」
は
、
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
が
昭
和
五
〇
年
に
開
催
し
た
講
座
「
地
獄
の
思
想
」

（
全
一
三
回
）
で
の
講
義
の
速
記
録
を
加
筆
編
集
し
た
も
の

で
す
。
渡
邊
先
生
が
こ
の
テ
ー
マ
を
話
す
こ
と
に
な
っ
た
の

は
、『
苦
海
浄
土
』
を
書
い
た
石
牟
礼
道
子
氏
に
刺
激
さ
れ
た

丸
山
照
雄
氏
か
ら
要
請
さ
れ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
水
俣
病

公
害
と
い
う
「
こ
の
世
の
地
獄
」
を
描
い
た
石
牟
礼
道
子
氏

は
、
今
年
の
二
月
に
帰
寂
さ
れ
て
い
ま
す
。
四
二
年
ぶ
り
に

そ
の
当
時
の
「
地
獄
」
を
思
い
出
さ
せ
た
こ
の
講
義
は
、
期

せ
ず
し
て
石
牟
礼
道
子
氏
へ
の
追
悼
に
も
な
っ
て
い
た
と
思

菊地大樹 先生 
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い
ま
す
。 

講
義
で
は
、
ま
ず
地
獄
に
つ
い
て
明
治
～
昭
和
期
の
真
宗

の
学
者
・
山
辺
習
学
氏
に
『
地
獄
の
話
』（
昭
和
七
年
刊
、
講

談
社
学
術
文
庫
）
が
あ
る
と
紹
介
、
真
宗
で
は
逆
に
「
極
楽

往
生
と
は
何
か
？
」
と
い
う
形
で
大
問
題
と
も
な
っ
た
と
の

話
を
さ
れ
ま
し
た
。
確
か
に
「
地
獄
」
の
現
実
味
が
な
く
な

れ
ば
、
そ
の
対
極
の
「
極
楽
」
の
実
在
も
怪
し
く
な
っ
て
い

く
わ
け
で
す
。 

日
本
仏
教
に
お
け
る
代
表
的
な
地
獄
の
思
想
と
い
え
ば
、

恵
心
僧
都
源
信
の
『
往
生
要
集
』
が
大
き
な
影
響
を
与
え
た

と
の
こ
と
で
、
日
蓮
聖
人
も
『
顕
謗
法
鈔
』
で
の
地
獄
の
描

写
で
わ
か
る
よ
う
に
こ
の
『
往
生
要
集
』
を
深
く
学
び
ま
す
。

し
か
し
日
蓮
聖
人
は
、
源
信
の
描
い
た
「
あ
の
世
の
地
獄
」

だ
け
で
な
く
、『
立
正
安
国
論
』
の
冒
頭
に
あ
る
よ
う
に
「
こ

の
世
の
地
獄
」
を
大
き
く
問
題
に
し
た
こ
と
を
、
渡
邊
先
生

は
指
摘
し
ま
す
。
日
蓮
聖
人
に
よ
れ
ば
、
あ
の
世
の
地
獄
も

こ
の
世
の
地
獄
も
と
も
に
、
正
法
を
蔑
ろ
に
し
た
謗
法
の
罪

に
よ
っ
て
実
現
し
て
し
ま
う
現
実
な
の
で
す
。 

で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
末
法
の
時
代
に
、
こ
の
現
世

と
来
世
と
の
地
獄
を
と
も
に
避
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の

か
。
そ
の
唯
一
の
方
法
と
し
て
日
蓮
聖
人
が
示
さ
れ
た
の
が
、

教
主
釈
尊
の
大
慈
悲
と
し
て
の
「
五
字
七
字
の
お
題
目
」
で

あ
り
、
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
私
た
ち
は
「
無
間
地
獄
の
道
を

ふ
さ
ぎ
」「
三
界
は
み
な
仏
国
な
り
」
と
し
て
い
け
る
、
と
い

う
こ
と
で
す
。 

そ
し
て
講
義
の
「
む
す
び
」
と
し
て
、
渡
邊
先
生
は
「
要

す
る
に
、『
報
恩
抄
』
に
お
け
る
無
間
地
獄
へ
の
道
を
塞
ぐ
と

い
う
こ
と
、
そ
れ
が
現
状
の
認
識
と
重
な
っ
て
日
蓮
の
宗
教
・

教
説
と
い
う
の
は
語
ら
れ
て
い
る
」
の
で
あ
り
、「
地
獄
と
か

浄
土
と
か
い
う
こ
と
は
、
単
に
死
後
の
行
く
末
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
て
、
結
局
、
人
間
の
宗
教
的
絶
対
世
界
へ
の
安
住

の
問
題
」
で
、「
日
蓮
の
宗
教
の
内
実
的
な
面
の
基
底
と
な
っ

て
い
た
も
の
が
日
蓮
の
地
獄
観
で
あ
ろ
う
」
と
語
っ
て
講
義

を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
講
義
は
、
日
蓮
聖
人
の
教
学
の
そ
の
核
心
部
分
に
、

謗
法
罪
と
分
か
ち
が
た
く
む
す
び
つ
い
た
「
日
蓮
聖
人
の
地

獄
観
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
深
く
認
識
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
質
疑
応
答
も
熱
心
に
行
わ
れ
て
、

大
変
充
実
し
た
第
一
回
の
集
中
講
義
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
二
講
「『
観
心
本
尊
抄
』
讃
仰
」
報
告 

平
成
三
〇
年
一
二
月
八
日
（
土
）、
渡
邊
寶
陽
先
生
の
特
別

集
中
講
座
第
二
講
「『
観
心
本
尊
抄
』
鑚
仰
」
が
開
講
さ
れ
た
。

今
回
も
日
蓮
教
学
研
究
界
の
重
鎮
の
登
壇
と
あ
っ
て
、
諸
教

団
の
研
究
者
か
ら
学
徒
ま
で
多
く
の
聴
衆
が
駆
け
つ
け
盛
会

と
な
っ
た
。 

 

こ
の
渡
邊
先
生
第
二
講
で
は
、
日
蓮
聖
人
の
御
遺
文
中
、

最
高
峰
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
『
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心

本
尊
抄
』
（
以
下
、
『
観
心
本
尊
抄
』
と
略
称
）
に
つ
い
て
、

そ
の
最
も
中
心
と
な
る
第
二
〇
番
答
の
本
尊
段
を
集
中
的
に

ご
講
義
頂
い
た
。 

 

今
回
の
講
義
で
は
、
受
講
者
用
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
先
生

が
著
さ
れ
た
『
國
寶
『
観
心
本
尊
抄
』
鑚
仰
』（
山
喜
房
仏
書

林
、
二
〇
一
三
）
の
二
〇
六
～
二
二
七
頁
コ
ピ
ー
が
配
布
さ

れ
た
。
同
書
は
、【
御
真
蹟
原
文
（
御
真
蹟
影
印
）】【
釈
文
（『
昭

和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
の
解
読
文
）】
【
読
み
下
し
（
白
文

書
き
下
し
文
）】【
大
意
】【
鑚
仰
】
と
章
節
毎
に
読
み
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
、
初
学
者
に
も
研
究
者
に
も
非
常
に
便
利
で
、

内
容
的
に
も
極
め
て
優
れ
た
書
籍
で
あ
る
。 

 

本
講
で
は
、
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
き
な
が
ら
、
明
快
に
日
蓮

教
学
の
根
幹
に
つ
い
て
の
解
説
が
な
さ
れ
た
。
特
に
そ
の
周

辺
事
項
や
、
渡
邊
先
生
ご
自
身
の
歩
み
の
回
顧
録
を
交
え
、

充
実
し
た
二
時
間
が
瞬
く
間
に
経
過
し
た
。 

 

先
生
は
『
観
心
本
尊
抄
』
を
観
心
段
・
本
尊
段
・
弘
通
段

に
分
け
、
第
二
〇
番
答
の
中
程
か
ら
始
ま
る
【
本
尊
段
】
を

「
そ
れ
寂
滅
道
場
華
蔵
世
界
…
…
」
の
説
示
か
ら
丁
寧
に
解

説
し
て
行
か
れ
た
。
そ
し
て
、「
今
、
本
時
の
娑
婆
世
界
は
、

三
災
を
離
れ
四
劫
を
出
で
た
る
常
住
の
浄
土
な
り
。
仏
既
に

過
去
に
も
滅
せ
ず
、
未
来
に
も
生
ぜ
ず
。
所
化
以
て
同
体
な

り
。
此
れ
即
ち
己
心
の
三
千
具
足
三
種
の
世
間
な
り
」
と
い

う
有
名
な
い
わ
ゆ
る
「
四
十
五
字
」
が
、
爾
前
経
と
法
華
経

迹
門
で
明
か
さ
れ
る
、
三
災
を
伴
う
四
劫
の
無
常
性
か
ら
免

れ
得
な
い
仏
身
・
仏
土
の
世
界
を
超
え
た
、
真
の
常
住
の
世

界
で
あ
り
、
こ
れ
が
本
門
の
発
迹
顕
本
に
よ
っ
て
表
さ
れ
、

行
者
（
末
法
題
目
受
持
者
）
の
信
行
世
界
に
活
現
す
る
と
明

か
さ
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
題
目
受
持
の
当
処
「
己
心
三

千
具
足
三
種
世
間
」
と
現
成
す
る
と
こ
ろ
に
本
門
法
華
経
の

特
徴
が
あ
る
こ
と
を
明
快
に
ご
講
義
く
だ
さ
っ
た
。 

 

引
き
続
き
、
渡
邊
先
生
は
、『
観
心
本
尊
抄
』
【
本
尊
段
】

渡邊寶陽 先生 
 

-５- 



 

 

の
そ
の
後
に
展
開
さ
れ
る
題
目
の
本
化
へ
の
付
嘱
、
本
尊
の

相
貌
な
ど
、
日
蓮
聖
人
の
真
意
を
原
文
忠
実
に
解
説
し
て
く

だ
さ
っ
た
。 

 

ま
た
、
講
義
の
中
で
、
渡
邊
先
生
は
、
今
日
的
な
視
点
と

し
て
、
天
台
大
師
が
『
摩
訶
止
観
』
巻
第
五
第
七
正
修
止
観

章
で
一
念
三
千
を
開
陳
さ
れ
る
ま
で
の
天
台
哲
学
深
化
の
様

相
や
瞑
想
修
行
の
階
梯
、
あ
る
い
は
、
天
台
教
学
研
究
の
泰

斗
・
安
藤
俊
雄
博
士
が
指
摘
し
た
天
台
教
学
に
お
け
る
法
華

円
教
理
論
の
枢
要
で
あ
る
敵
対
（
じ
ゃ
く
た
い
）
的
相
即
の

論
理
な
ど
に
注
目
し
て
い
く
べ
き
こ
と
、
更
に
、「
四
十
五
字
」

を
読
み
解
く
際
の
文
中
「
本
時
」
の
重
要
性
に
今
日
あ
ら
た

め
て
注
目
す
べ
き
こ
と
な
ど
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
ご
教
授

く
だ
さ
っ
た
。
殊
に
、
題
目
を
単
に
五
字
で
は
な
く
五
字
・

七
字
と
示
さ
れ
た
日
蓮
聖
人
の
深
意
を
汲
み
取
る
べ
き
こ
と

の
重
要
性
、
題
目
が
静
止
的
な
教
え
で
は
な
く
、
躍
動
的
で
、

末
法
の
衆
生
を
救
済
す
る
能
動
性
を
有
す
る
こ
と
を
強
調
さ

れ
て
い
た
こ
と
は
印
象
的
で
あ
っ
た
。 

 

講
義
終
了
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
か
っ
て
教
学
界
を
賑
わ

せ
今
日
も
高
い
関
心
が
持
た
れ
て
い
る
、
山
川
智
応
・
清
水

龍
山
両
先
生
の
間
で
論
争
さ
れ
た
『
観
心
本
尊
抄
』「
四
十
五

字
」
文
中
の
「
己
心
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
渡
邊
先
生
の

ご
所
見
を
ご
教
示
頂
い
た
。
渡
邊
先
生
は
往
時
の
大
学
内
の

様
子
を
も
直
接
見
聞
さ
れ
て
い
る
数
少
な
い
先
生
の
お
一
人

で
も
あ
り
、
興
味
深
い
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。 

 

二
回
に
わ
た
る
講
義
は
、
何
れ
も
内
容
的
に
刺
激
に
満
ち

た
ご
講
義
で
あ
っ
た
。 

 

全
体
を
通
し
て
、
日
蓮
聖
人
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
長

年
斯
界
を
牽
引
さ
れ
て
き
た
渡
邊
先
生
の
オ
ー
ラ
と
凄
み
を

眼
前
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
受
講
者
全
員
に
と
っ
て
大
変

幸
せ
な
時
間
で
あ
っ
た
と
思
う
。 

 

渡
邊
先
生
に
は
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 
 

 
 

受
講
生
の
声 

講
義
を
受
け
て
の
感
想  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受
講
生 

松
永 

良
樹 

 

私
は
現
在
、
菅
野
博
史
先
生
の
「
『
法
華
経
』
と
『
法
華

文
句
』
」
、
菊
地
大
樹
先
生
の
「
歴
史
か
ら
考
え
る
日
本
仏

教
～
顕
密
問
題
を
考
え
る
～
」
、
六
人
の
講
師
先
生
に
よ
る

「
法
華
仏
教
講
座
」
を
聴
講
し
て
お
り
ま
す
。  

ま
た
、
以
前
に
も
布
施
義
高
学
林
長
の
ご
講
義
を
は
じ
め
、

多
く
の
貴
重
な
ご
講
義
を
拝
聴
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。  

法
華
コ
モ
ン
ズ
で
は
、
法
華
経
や
日
蓮
聖
人
の
思
想
を
専

門
的
に
し
た
も
の
は
勿
論
の
こ
と
、
初
期
仏
教
や
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
原
典
な
ど
幅
広
い
仏
教
学
的
知
見
、
宗
教
学
や
歴
史

学
な
ど
、
様
々
な
立
場
・
角
度
か
ら
の
ご
講
義
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
講
師
の
先
生
方
は
み
な
第
一
線
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
々
で
あ
り
、
最
先
端
の
研
究
や
、
現
場
で
の
裏

話
、
ま
た
研
究
に
対
す
る
姿
勢
や
方
法
論
な
ど
に
つ
い
て
も

言
及
さ
れ
、
毎
回
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。 

私
は
、
研
究
と
い
う
環
境
に
身
を
置
い
て
お
ら
ず
、
学
び

が
捗
ら
な
い
事
も
多
々
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
、
法

華
コ
モ
ン
ズ
で
は
、
独
学
で
は
な
か
な
か
至
る
事
が
出
来
な

い
、
広
く
深
い
領
域
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
私
に
と
っ
て

貴
重
な
場
所
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。  

日
常
の
生
活
を
送
る
中
で
、
学
問
と
現
実
と
の
間
に
あ
る

隔
た
り
や
、
学
問
と
信
仰
と
の
関
係
に
悩
む
事
も
ご
ざ
い
ま

す
が
、
法
華
コ
モ
ン
ズ
で
の
先
生
方
の
お
考
え
や
体
系
化
さ

れ
た
講
義
を
通
し
て
、
学
問
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
己
を
俯

瞰
的
に
捉
え
、
信
仰
を
よ
り
深
い
と
こ
ろ
で
考
え
る
た
め
の

も
の
で
も
あ
り
、
現
実
を
受
け
止
め
る
観
方
を
身
に
つ
け
る

う
え
で
も
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
、
と
教
え
て
頂
く
事

が
で
き
ま
し
た
。  

聴
講
者
は
、
門
流
の
隔
て
な
く
多
方
面
に
わ
た
っ
て
お

り
、
開
か
れ
た
学
び
の
場
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
講
義
の
会
場
で
は
、
真
剣
に
聴
講
さ
れ
て
い
る
み
な
さ

ま
の
空
気
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
自
身
の
向
上

心
に
刺
激
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。  

ま
た
、
講
義
後
の
質
疑
応
答
の
時
間
に
は
非
常
に
鋭
い
質

問
が
飛
び
交
い
、
時
に
侃
々
諤
々
と
議
論
し
あ
う
わ
け
で
あ

り
ま
す
が
、
み
な
さ
ま
「
日
蓮
門
下
」
と
い
う
共
通
の
意
識

を
持
っ
て
お
ら
れ
、
確
執
が
生
じ
る
こ
と
は
な
く
、
非
常
に

建
設
的
で
切
磋
琢
磨
し
た
議
論
と
な
り
ま
す
。
そ
の
議
論
も

法
華
コ
モ
ン
ズ
の
醍
醐
味
の
一
つ
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
受
講
さ
れ
る
方
も
、
是
非
こ
の
空
気
に
触
れ

て
頂
け
れ
ば
き
っ
と
得
る
も
の
は
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。  

最
後
に
、
講
師
の
先
生
方
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
は
、
素

晴
ら
し
い
学
び
の
場
を
ご
提
供
頂
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

個
人
的
に
は
、
仏
教
を
学
ぶ
上
で
重
要
な
「
空
」
の

思
想
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
頂
く
事
が
あ
れ
ば
是
非
拝
聴
さ

せ
て
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。
機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
是
非

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。  
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【法華コモンズ仏教学林 平成３１年度前期講座の一覧】 
 

会 場：新宿常円寺「祖師堂地階ホール」新宿区西新宿 7-12-5 寺務所 ☎03（3371）1797 

受講料：１期分 ６回講義 12,000 円、４回講義 10,000 円  ※１回のみ聴講は 3,000 円 

    「『観心本尊抄』拝読」                講師 都守基一 先生 

※前期講座① ６回講義  原則 第２土曜日（7 月、8 月は別） 午後４時００分～６時０0 分    

第１講 述作由来と大意                    ４月１３日 

第２講 書誌と末註                      ５月１１日 

第３講 題号と撰号                       ６月 8 日 

第４講 題目段の拝読                     ７月 ６日 

第５講 本尊段の拝読                     ８月 ３日 

第６講 流通段の拝読                     ９月１４日 
 

「仏教説話の世界」                  講師 岡田文弘 先生 

※前期講座② ４回講義  原則 第 2 土曜日（7 月は別）    午後６時 45 分～8 時 45 分 

第 1 講 仏教説話の発生                     ４月１３日 

第 2 講 説話文献編纂の黄金期と恵心僧都源信           ５月１１日 

第 3 講 鎮源『法華験記』の世界                 ６月 ８日 

第 4 講 日蓮聖人と説話                     ７月 ６日 
 

「歴史から考える日本仏教③ 日本宗教史の名著を読む」 講師 菊地大樹 先生 

※前期講座③ ６回講義  原則 第３火曜日（7 月は別）     午後６時 30 分～8 時 30 分 

第１講 大隅和雄「古代末期における価値観の変動」を読む     ４月１６日 

第２講 高木 豊「持経者の宗教活動」を読む           ５月 21 日 

第３講 黒田俊雄「日本宗教史上の「神道」」を読む         ６月１８日 

第４講 ルチア・ドルチェ「二元的原理の儀礼化」を読む      ７月２３日 

第５講 西村 玲「教学の進展と仏教改革運動」を読む       ８月２０日 

第６講 ジェームズ・ケテラー「バベルの再召－東方仏教と 1893 年万国宗教大会－」を読む 9 月１７日 
 

「『法華経』『法華文句』講義」          講師 菅野博史 先生 

 

※前期講義④ 原則 第 4 月曜日（7 月、9 月、10 月、2 月、3 月は別） 午後 6 時 30 分～8 時 30 分 

第１回 ４月２2 日      第５回 ８月２6 日      第 ９回 12 月 23 日   

第２回 ５月２7 日      第６回 ９月 30 日      第 10 回 1 月 27 日 

第３回 ６月 24 日      第７回 10 月 21 日      第 11 回 2 月 17 日 

第４回 ７月 29 日      第８回 11 月 25 日      第 12 回 3 月 30 日 
 

   《受講申込み》 メールアドレス ⇒ hokkecommons＠gmail.com 

FAX⇒ 042-627-7227 ／ ブログ⇒ https://hokke-commons.jp 

 

 



 

 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
  

（敬
称
略
） 

個
人
会
員 

 
※
１
口 

一
万
円 

６
口 

柴
山 

信
行 

  
１
口 

澁
澤 

光
紀 

６
口 

持
田 

貫
信 

 
１
口 

菊
地 

大
樹 

６
口 

佐
古 

弘
純 

 

１
口 
藤
本 

坦
孝 

３
口 

竹
内 

敬
雅 

 

１
口 

丁
田 
泰
昌 

３
口 

村
上 

東
俊 

 

１
口 

西
山 
英
仁 

２
口 

鈴
木 

正
厳 

 

１
口 

松
本 

史
朗 

２
口 

間
宮 

啓
壬 

 

１
口 

長
谷
川
正
浩 

２
口 

菅
野 

博
史 

 

１
口 

中
野 

顕
昭 

１
口 

佛
立
研
究
所    

１
口 

匿
名
希
望 

 

法
人
会
員 

 
 

※
１
口 

五
万
円 

２
口 

光
厳
寺 

 
 
  

２
口 

善
龍
寺 

２
口 

本
國
寺        

２
口 

持
法
寺 

２
口 

公
益
財
団
法
人 

東
洋
哲
学
研
究
所 

１
口 

顕
本
法
華
宗 

経
胤
寺 

１
口 

摩
耶
寺 

１
口 

天
龍
寺 

 
 
 
 
         

（
以
上
） 

  
 

 

※
ご
協
力
の
皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す 

    

法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林
で
は
、
本
学
林
の
趣
旨
に
賛
同

し
て
運
営
の
維
持
に
協
力
し
て
頂
け
る
「
年
間
会
員
」
を
新

学
期
時
に
募
集
し
て
い
ま
す
。
左
記
の
要
領
に
て
、
受
付
け

て
お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 【
年
間
賛
助
会
員 

加
入
申
込
み
に
つ
い
て
】 

◯ 

個
人
会
員 

 

― 

年
間
１
口
（
１
万
円
） 

◯ 

法
人
・
団
体
会
員
―
年
間
１
口
（
５
万
円
） 

 

《
お
申
込
み
年
度
の
特
典
》
と
し
て 

１
、
個
人
会
員
で
６
口
以
上
の
方
に
は
、
会
員
の
み
使
え
る

年
間
フ
リ
ー
パ
ス
受
講
証
を
差
し
上
げ
ま
す 

２
、
法
人
・
団
体
会
員
で
は
２
口
で
、
誰
で
も
使
え
る
年
間

フ
リ
ー
パ
ス
受
講
証
を
差
し
上
げ
ま
す 

※
「
年
間
フ
リ
ー
パ
ス
受
講
証
」
は
、
開
設
の
全
て
の
講

座
を
一
年
間
全
て
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年

間
で
６
つ
の
連
続
講
座
を
受
講
し
た
場
合
、
受
講
料

は
七
万
二
千
円
（
一
講
座
一
万
二
千
円×

６
）
で
す
の

で
、
大
変
お
得
で
す
。 

 
⚫

申
込
み
頂
け
る
方
は
、
右
の
内
容
を
書
い
て
、
表
紙
タ

イ
ト
ル
ま
た
８
頁
下
記
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
、
ブ
ロ
グ
か
ら
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

★ 

個
人
か
法
人
か
、
ま
た
何
口
か
を
明
記 

★ 

名
前
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
メ 

ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記 

    

 

待
望
さ
れ
て
い
た
法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林
の
誇
る
講
師

陣
の
講
義
記
録
映
像
が
、
つ
い
に
販
売
開
始
さ
れ
ま
す
。 

そ
の
第
一
弾
と
し
て
平
成
二
九
年
後
期
に
開
講
さ
れ
た
６

回
講
座
、
菊
地
大
樹
先
生
の
「『
吾
妻
鏡
』
と
鎌
倉
仏
教
」
を

お
届
け
し
ま
す
。 

こ
の
講
座
映
像
は
、
次
の
と
お
り
「
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
版
」

と
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
」
の
二
通
り
の
方
法
で
購
入
で
き
ま
す
。 

 ◎
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
版
：
価
格
１
２
，
０
０
０
円
（
消
費
税
込
） 

全
６
回
講
義
の
動
画
フ
ァ
イ
ル
と
レ
ジ
ュ
メ
Ｐ
Ｄ
Ｆ 

 

◎
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
：
価
格
１
２
，
５
０
０
円
（
消
費
税
・
送
料
込
） 

全
６
回
講
義
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
６
枚
組
と
レ
ジ
ュ
メ
印
刷
物 

  

こ
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
法
華
コ
モ
ン
ズ
の
ブ
ロ
グ

（https://hokke-commons.jp

）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

ご
購
入
は
、
ブ
ロ
グ
ま
た
は
開
講
時
の
受
付
に
て
お
申
し
込

み
下
さ
い
。 

 

年
間
賛
助
会
員
加
入
の
お
願
い 

『
法
華
コ
モ
ン
ズ
通
信
』
第
２
号 

 

◯
発
行
日
― 

平
成
三
一
年
二
月
一
日 

 

◯
編
集
発
行
―
法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林 

 

◯
発
行
所
― 

法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林 

事
務
局 

 

一
九
二-

〇
〇
五
一 

東
京
都
八
王
子
市
元
本
郷
町
一-

一-

九 

 
 

 
 

 
 

 
 

F
a
x
 

〇
四
二-

六
二
七-

七
二
二
七 

 
 

 
 

 
 

 
 

賛
助
会
員
一
覧 

「講
座
映
像
版
」販
売
の
お
知
ら
せ 

-８- 

http://hokke-commons.jp/

